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日
夜
心
血
を
注
が
れ
た
。
亦
大
東
亜
戦
終
戦
に
伴
う
一
大
混
乱
時
に
際
し

て
は
、
柏
村
長
の
重
職
に
あ
り
克
く
大
勢
を
達
観
し
て
村
民
を
指
導
し
、

そ
の
不
安
動
揺
を
鮮
に
防
止
し
て
秩
序
を
確
保
さ
れ
た
。
更
に
農
家
経
済

を
豊
か
に
す
る
為
に
畜
産
と
、
た
ば
こ
に
重
点
を
指
向
す
べ
き
と
長
年
月

に
亘
り
其
の
向
上
発
展
に
懸
命
の
努
力
を
傾
注
さ
れ
た
。
既
ち
南
阿
蘇
畜

産
協
同
組
合
長
並
び
に
熊
本
県
畜
産
連
合
会
副
会
長
の
職
に
あ
る
こ
と
二

十
年
に
及
び
其
の
手
鋺
及
び
力
堂
は
県
下
畜
産
界
に
お
け
る
第
一
人
者
と

し
て
活
躍
さ
れ
為
に
農
林
大
臣
農
商
務
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ
る
こ
と
二
回

に
及
毫
終
戦
後
引
き
続
き
南
阿
蘇
畜
産
協
同
組
合
長
の
職
に
あ
り
、
更

の
偉
大
さ
を
た
た
え
、

次
い
で
衆
望
を
負
う

て
県
議
会
議
員
に
選

出
さ
れ
る
や
傑
出
し

た
政
治
手
腕
を
発
揮

し
て
縦
横
の
活
躍
を

さ
れ
、
郷
土
発
展
に

と
基
本
財
産
の
造
成
官
行
造
林
に
着
工
し
て
造
成
事
業
の
中
心
と
な
っ
て

努
力
さ
れ
、
現
在
既
に
其
の
価
数
億
に
達
し
土
木
事
業
学
校
建
築
、
其
の

他
諸
事
業
に
貴
重
な
財
源
と
し
て
極
め
て
有
効
に
使
用
さ
れ
つ
つ
あ
る

次
第
で
次
い
で
、
馬
見
原
水
力
発
電
所
を
創
設
し
て
そ
の
支
配
人
と
な
り

阿
蘇
の
山
東
部
一
帯
僻
地
に
初
め
て
電
灯
を
点
じ
、
住
民
狂
喜
し
て
先
生
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に
今
や
全
日
本
褐
毛
和
牛
登
録
協
会
副
会
長
を
始
め
と
し
て
十
数
に
余
る

畜
産
関
係
の
職
に
あ
り
更
に
、
た
ば
こ
関
係
に
て
阿
蘇
た
ば
こ
耕
作
組
合

長
、
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
連
合
会
長
、
全
国
中
央
会
副
会
長
の
要
職
に
あ

り
、
農
家
繁
栄
と
福
祉
の
た
め
に
絶
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
卓

越
し
た
識
見
と
不
僥
の
努
力
と
偉
大
な
実
績
は
万
人
の
斉
し
く
敬
服
し
感

激
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
産
業
振
興
に
壼
粋
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
黄
綬
褒

寅
と
云
う
こ
の
上
な
い
栄
誉
を
得
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
よ
っ
て
先
生
の
高

遭
な
人
格
徳
望
と
卓
越
し
た
識
見
を
郷
土
発
展
に
壼
粋
さ
れ
た
灼
熱
の
意

気
と
不
僥
の
努
力
に
感
謝
し
、
且
つ
極
め
て
顕
著
な
功
績
を
未
来
に
称
え

ん
た
め
、
遍
く
賛
同
を
得
て
此
の
碑
を
建
つ
。

昭

和

三

十

六

年

八

月

発

起

人

議

会

議

員

副

議

長

穴

見

重

雄

た
ば
こ
耕
作
組
合
柏
支
部
長
後
藤
大
次
郎

農

業

協

同

組

合

長

渕

野

薫

森

林

組

合

長

吉

田

時

光

畜

協

柏

支

部

長

渕

野

薫

議

会

議

員

小

屋

迫

要

共

済

組

合

長

小

崎

正

行

町

議

会

議

員

森

田

成

美

仁

瀬

本

神

社

宮

司

後

藤

松

寿
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二
七
八
頌
徳
碑
（
佐
藤
常
信
翁
）

所

在

地

大

字

二

瀬

本

公
民
館
入
口
左
側
に
、
自
然
石
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
正
面
に
、

佐
藤
常
信
翁
頌
徳
碑
熊
本
県
知
事
寺
本
広
作
書
と
記
さ
れ
て
あ
る
。

基
礎
石
積
（
幅
二
・
○
、
高
一
。
二
二
米
）
、
台
石
三
段
（
下
台
、
幅
二
・

○
、
厚
○
・
二
二
米
、
中
台
、
幅
一
・
五
○
、
厚
○
・
二
五
米
）
、
上
台
自

然
石
（
幅
一
・
○
、
厚
○
・
四
米
）
、
碑
石
自
然
石
（
下
幅
○
・
六
、
中
幅

一
・
○
、
高
一
・
六
○
、
厚
○
・
三
五
米
）
。

碑

文

（

銅

板

）

佐
藤
常
信
翁
は
、
安
政
二
年
十
月
八
日
草
部
村
大
字
芹
口
四
六
一
番
地

に
齢
、
父
佐
藤
典
次
郎
、
母
エ
キ
さ
ん
夫
妻
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
明

治
七
年
柏
村
大
字
下
山
、
有
働
石
熊
氏
の
養
子
と
な
ら
る
。
翁
は
少
年
の

頃
か
ら
頭
脳
頗
る
明
蜥
で
あ
っ
て
、
克
く
学
問
に
励
み
長
ず
る
に
及
ん
で

学
識
衆
に
優
れ
、
資
性
剛
毅
果
断
に
し
て
其
の
人
徳
は
、
夙
に
近
隣
の
敬

仰
す
る
処
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
四
月
初
め
て
町
村
制
が
実
施
せ
ら

る
る
や
、
初
代
柏
村
長
に
就
任
、
全
二
十
九
年
十
二
月
に
至
る
七
年
九
月

間
に
及
び
越
え
て
、
全
四
十
年
七
月
、
再
び
村
民
の
衆
望
と
期
待
を
一
身

に
荷
い
、
柏
村
長
ら
重
職
に
就
き
再
大
正
十
二
年
八
月
に
至
る
十
有
六
年

四
期
間
前
後
を
通
じ
て
実
に
二
十
三
年
九
ヶ
月
の
長
き
に
亘
っ
て
在
職
し
、

柏

農

業

協

同

組

合

理

事

佐

藤

義

晴

其
の
問
明
治
二
十
九
年
に
は
第
一
期
阿
蘇
郡
会
議
員
と
な
っ
て
、
大
い
に

郡
政
の
発
展
に
貢
献
せ
ら
れ
、
又
柏
村
会
議
員
に
当
選
せ
ら
る
る
等
正
に

翁
の
御
一
代
は
、
柏
村
と
共
に
あ
っ
て
柏
村
政
の
基
礎
を
確
立
し
村
民
の

福
祉
増
進
の
た
め
終
生
専
念
せ
ら
れ
た
事
蹟
は
今
日
枚
挙
に
暇
な
い
処
で

あ
る
。
殊
に
、
当
時
の
柏
村
財
政
は
、
真
に
困
難
で
あ
っ
て
村
民
は
諸
税

の
負
担
に
苦
し
み
、
村
、
個
人
共
に
困
窮
の
極
に
あ
っ
た
が
、
翁
は
日
夜

此
の
事
態
を
憂
慮
し
村
を
富
ま
す
は
、
植
林
に
然
か
ず
と
村
内
先
覚
の
士

と
相
計
り
村
有
林
や
部
落
分
収
林
の
造
林
計
画
を
樹
立
し
、
村
民
に
対
し

大
い
に
其
の
植
栽
を
奨
励
し
て
基
本
財
産
の
造
成
に
努
力
せ
ら
れ
た
が
、

こ
の
時
に
当
た
っ
て
偶
々
町
村
の
基
本
財
産
の
造
成
を
目
的
と
し
、
且
つ

村
民
の
植
林
意
識
の
昂
揚
を
企
画
し
た
官
行
造
林
法
が
施
行
せ
ら
れ
た
の

で
、
翁
は
当
村
の
助
役
・
後
藤
五
郎

八
、
勧
業
主
任
・
小
屋
迫
一
氏
を

始
め
と
し
、
村
会
議
員
、
村
内
有
志

の
絶
大
な
協
力
を
得
て
幾
多
の
困
難

な
問
題
を
解
決
し
、
二
百
四
十
町
歩

に
及
ぶ
村
有
原
野
に
官
行
造
林
実
施

契
約
締
結
の
基
を
拓
い
て
、
後
世
豊

か
な
村
造
り
の
基
礎
を
確
立
せ
ら
れ

た
。
今
日
柏
村
が
県
下
屈
指
の
基
本

財
産
収
入
を
揚
げ
、
戦
後
飛
躍
的
に
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宮
行
造
林
分
収
令
は
、
長
く
柏
村
民
福
祉
の
増
進
と
文
化
の
向
卜
に
限
り

膨
張
し
た
財
政
負
担
の
最
大
の
収
入
源
と
な
っ
て
新
学
制
に
基
づ
く
六
・

三
制
校
舎
の
建
築
、
吋
内
各
部
落
間
の
電
話
の
架
設
、
特
に
交
通
機
関
の

異
状
な
発
達
に
即
肥
す
る
道
路
の
新
設
改
修
、
或
は
各
種
産
業
の
開
発
等

の
た
め
既
に
巨
額
の
資
令
が
充
当
さ
れ
、
尚
今
後
、
時
価
数
億
と
称
さ
る

て
後
世
村
民
の
た
め
に
企
画
せ
ら
れ
た
、
偉
大
な
御
功
績
の
賜
で
あ
っ
て
、

村
民
は
挙
て
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
と
共
に
改
め
て
植
林
の
菫
要
性
に
想
い

を
致
し
、
更
に
全
村
緑
化
の
決
意
を
深
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
翁
は
昭
和

十
二
年
四
月
二
十
八
日
、
齢
八
十
三
才
の
天
寿
を
全
う
し
長
逝
せ
ら
れ
た
。

絃
に
翁
の
限
り
な
い
御
功
徳
を
頌
え
、
御
人
格
を
偲
び
其
の
御
偉
業
を
永

く
後
世
に
伝
え
ん
が
為
、
柏
村
議
会
の
議
決
を
経
て
頌
純
碑
を
建
市
す
る

も
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
一
年
九
月
柏
村
長
小
崎
正
行

台
石
に
次
の
銘
が
あ
る
。

村
長
小
崎
正
行
、
助
役
興
梠
護
久

収
入
役
後
藤
松
寿
、
前
村
会
議
長
吉
田
時
光

副
議
長
有
働
実
、
議
員
田
上
正
行
、
下
問
墓
広
、
渡
辺
定
光
、

後
蕊
定
一
、
佐
讓
束
、
大
内
田
今
朝
義
、
栗
屋
正
、
佐
藤
武
男
、

工
藤
静
雄
、
工
藤
源
平
、
玉
目
虎
雄
、
穴
見
義
雄
、
工
藤
忠
雄
、
藤
原

一
正
、
現
村
会
議
長
甲
斐
克
己
、
副
讓
長
玉
目
虎
雄
、
毒
員
後

な
い
恩
沢
を
与
え
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
単
に
翁
の
名
村
長
と
し

碑

文

大
正
十
二
年
一
月
十
日
柏
村
は
地
方
殖
産
を
目
的
と
す
る
官
行
造
撚
法

の
趣
旨
に
替
同
し
、
大
見
口
字
磧
莉
、
他
十
九
筆
二
三
侶
町
七
反
歩
の
造

林
契
約
を
、
熊
卒
大
稚
区
署
と
締
結
せ
る
が
、
当
村
原
野
は
、
畜
産
振
興
に
関
す
る
採
草
牧
野
利
用
問
題
と
競
合
し
、
林
地
利
用
へ
の
転
換
は
容
易

の
業
に
非
ら
ざ
り
し
も
~
先
見
の
明
あ
る
穴
見
菫
雄
、
奈
領
宗
三
部
、
両

氏
を
中
心
と
す
る
地
元
民
の
積
極
的
協
力
を
得
て
、
本
事
業
決
行
の
緒
に

自
然
石
の
碑
で
あ
る
。

’
’
七
九
顕
彰
碑
（
穴
見
菫
雄
翁
）
現
今
存
命

所

在

地

大

字

大

見

口

部
落
内
県
道
左
側
に
、
巨
然
石
の
人
き
な
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
表

面
に
、
穴
見
重
雄
翁
、
官
行
造
林
顕
彰
碑
熊
本
県
知
事
寺
本
広
作
室

と
あ
り
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
建
立
と
な
っ
て
い
る
。

某
礎
石
積
（
下
幅
三
・
○
、
上
幅
一
・
八
、
高
一
・
六
米
）
台
石
二
段
で

下
は
切
石
（
幅
一
・
八
、
厚
○
・
二
米
）
、
上
は
自
然
石
で
（
幅
一
・
八
、

厚
Ｃ
・
五
万
米
）
の
上
に
、
高
二
・
四
三
、
幅
一
・
三
、
厚
０
．
六
五
の

藤
続
、
栗
屋
正
、
工
藤
鶴
雄
、
後
藤
定
一
、
小
屋
迫
要
、
佐
藤

光
胡
、
森
田
成
美
、
吉
田
時
光
、
渡
辺
定
光
、
佐
藤
當
、
穴
見
串
雄
、

嶋
田
清
、
藤
原
一
正
、
工
藤
唯
秋

設
計
監
督
後
藤
義
雄
、
石
工
黒
川
由
吉
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就
い
た
次
第
で
あ
る
。
爾
来
、
穴
見
重
雄
氏
は
、
看
守
人
と
し
て
凡
て
五

十
年
の
永
き
歳
月
に
及
び
、
宮
行
造
林
の
植
栽
管
理
に
献
身
的
努
力
を
傾

注
さ
れ
、
地
元
民
も
亦
積
極
的
に
協
力
し
、
よ
っ
て
大
樹
林
地
造
成
の
一

大
偉
業
を
完
遂
し
得
た
の
で
あ
る
。
現
今
、
柏
地
区
が
官
行
造
林
の
収
益

分
収
に
よ
っ
て
、
交
通
の
整
備
、
文
教
施
設
の
充
実
、
産
業
振
興
等
々
、

大
偉
業
を
完
遂
し
得
た
の
で
あ
る
。
現
今
、
柏
地
区
が
官
行
造
林
の
収
益
二
八
○
記
念
碑

分
収
に
よ
っ
て
、
交
通
の
整
備
、
文
教
施
設
の
充
実
、
産
業
振
興
等
々
、

所

在

地

地
方
発
展
に
偉
大
な
る
貢
献
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
感
激
借
し
く
能
服
掛
松
と
呼
ば
れ
て

は
ざ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
後
世
に
伝
え
ん
が
た
め
碑
を
建
立
し
、
徳
を
顕
い
る
と
こ
ろ
に
記
念
碑

彰
す
る
次
第
で
あ
る
。

が

建

立

さ

れ

て

あ

る

。

穴
見
翁
は
、
多
年
に
亘
り
畜
産
改
良
振
興
の
た
め
蓋
粋
さ
れ
、
昭
和
十

九
年
農
林
大
臣
表
彰
を
受
賞
、
又
柏
村
議
会
議
員
と
し
て
十
七
ヶ
年
、
蘇

陽
町
議
と
し
て
十
二
ヶ
年
に
及
び
、
そ
の
問
、
議
長
の
要
職
等
を
歴
任
、

昭
和
四
十
二
年
十
月
、
自
治
功
労
に
よ
り
勲
六
等
単
光
旭
日
章
に
叙
せ
ら
る
。

官
行
造
林
関
係
部
落
及
び
関
係
面
穣

溜
渕
一
二
・
○
、
稲

生
四
八
・
○
、
目
細

二
七
・
○
、
旅
草
一

○
・
○
、
柳
一
五
・

○
、
玉
目
八
・
○
、

大
見
口
九
一
。
○
町

歩
、
上
差
尾
一
○
・

附

記

膠

蕊
墜
術
演
習
御
検
閲
の
折
に
、
軍
服
の
上
衣
を
松
の
枝
に
掛
け
ら
れ
て
一
時

休
憩
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
、
服
掛
松
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

記
念
碑
の
題
字
は
、
陸
軍
大
将
・
林
仙
之
謹
書
と
あ
り
、
正
面
に
北
白
川

宮
能
久
親
王
殿
下
御
遺
跡
と
あ
る
。
こ
れ
を
記
念
す
べ
く
、
昭
和
十
一
年

十
一
月
三
十
日
、
在
郷
軍
人
会
の
方
々
が
発
起
人
と
し
て
賛
助
員
を
募
り
、

建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
横
に
、
賛
助
員
碑
も
建
っ
て
い
る
。

こ
の
「
服
掛
松
」
の
台
地
は
、
東
に
祖
母
山
、
西
に
大
矢
野
原
、
南
に

九
州
山
脈
、
北
に
阿
蘇
五
岳
を
遠
望
し
、
風
光
明
媚
に
し
て
、
雄
大
な
る

南
阿
蘇
の
高
原
美
が
満
喫
で
き
、
四
季
を
通
じ
旅
情
を
慰
め
て
い
る
。

五
、
猿
丸

こ
の
碑
は
、
明
治
二
十

六
年
（
一
八
九
三
）
九

月
、
北
白
川
宮
能
久
親

王
殿
下
が
「
工
兵
隊
野

二

、

史

蹟

五
・
五
、
百
枝
三
・
○
、
計
二
四
○
・
○
町
歩

大
字
長
崎

96 ｌ
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賊。

堂

ク

ワ
Ｊ
』

一
一
一
一
■
空

需
鍔

念
一
■
評
十
〕

ご
』
“
・
毒
昇

二

八

一

国

境

標

石

所

在

地

大

字

長

崎

（

加

世

群

）

旧
国
道
沿
い
の
、
加
世
群
部
落
よ
り
東
へ
、
旧
国
界
の
境
の
松
、
跡
へ

進
む
鏡
山
峠
迄
は
、
道
幅
二
米
の
ゆ
る
や
か
な
野
道
を
約
二
百
米
程
で
、

杉
林
に
入
り
、
鏡
山
峠
の
地
点
で
六
六
六
。
二
米
の
水
準
点
が
あ
る
。
こ

の
あ
た
り
黒
曜
石
の
岩
石
の
小
石
道
で
少
し
下
れ
ば
国
境
の
境
の
松
跡
で

あ
る
。
そ
の
松
は
今
は
な
く
、
杉
林
が
な
け
れ
ば
南
阿
蘇
外
輪
の
原
野
を

た
神
に
献
じ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
奉
寄
進
と
刻
ま
れ
て
あ
る
。
こ
の
国
境
の
「
鏡
の
松
」
跡
の

地
よ
り
鏡
山
頂
上
南
へ
、
約
二
○
○
米
の
所
に
、
あ
く
た
神
の
祠
が
あ
る
。

又
、
国
境
線
上
道
よ
り
九
○
○
米
南
が
、
鏡
山
頂
上
に
な
る
が
、
｜
里
木
、

加
世
群
、
鏡
山
部
落
一
帯
に
か
け
て
は
、
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
の
激
戦

一
望
に
眺
め
ら
れ
る
景
勝
の
場
所
で
あ
る
。

昔
此
の
と
こ
ろ
に
茶
店
が
あ
り
、
今
は
竹
林
と
な
っ
て
い
る
。
竹
林
が

あ
る
こ
と
は
人
家
の
跡
の
証
査
で
も
あ
る
。
又
近
く
に
泉
が
湧
き
出
て
、

東

休
憩
場
所
で
も
あ
っ
た
。
国
境
地
点
に
は
台
石
と
も
○
？
六
米
程
の
墓
石

形
の
標
石
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
矢
部
猿
渡
村
・
寿
助
の
建
立
で
、
日
向
岩

上
村
の
若
者
が
建
立
に
加
勢
し
て
い
る
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
岩
上
村
西

は
、
現
在
の
宮
崎
県
の
岩
神
部
落
の
こ
と
で
、
峠
を
下
っ
た
麓
の
村
の
こ

と
で
あ
る
。

一

用

文
化
六
年
二
八
○
九
）
鏡
山
の
中
腹
杉
林
中
に
祀
っ
て
あ
る
、
あ
く

北 地
が
あ
っ
た
所
で
あ
る
。
国
道
改
良
に
よ
り
二
一
八
号
線
は
峠
の
北
側
約

一
粁
の
地
点
を
通
過
し
て
、
宮
崎
県
内
に
入
る
が
、
県
境
を
越
え
た
鏡
山

東
面
に
、
元
日
本
窒
素
Ｋ
Ｋ
の
廻
渕
鉱
山
が
あ
り
、
昭
和
四
十
年
頃
迄
は
、

鉱
山
に
通
う
従
業
員
が
数
十
人
余
り
、
こ
の
国
境
を
徒
歩
で
通
勤
し
て
い

た
思
い
出
の
多
い
地
点
で
あ
る
。

標
石
（
台
石
、
幅
○
・
四
二
、
厚
○
・
一
六
米
）
、
碑
（
高
○
・
四
四
、
幅

○
・
二
三
米
）
の
は
切
石

奉
一

_LL 加

セ

イ

石

工

弥

八

文

化

六

巳

年

寄

進

正

月

吉

日

ひ

こ

や

へ

主
さ

わ

た

り

寿

助

ワ

カ

イ

モ

ノ

中

国

界

の

標

石

ひ 岩

上

村と

１

１

Ｉ

97
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所

在

地

大

字

長

崎

（

加

世

群

）

一
里
木
跡
か
ら
旧
国
道
填
栃
原
小
川
の
谷
を
越
し
道
よ
り
坂
は
低
く

下
っ
て
谷
川
を
登
っ
た
と
こ
ろ
に
僅
か
な
が
ら
水
田
が
あ
る
。
坂
道
は
拡

・

ハ

オ

ト

幅
改
良
舗
装
さ
れ
て
、
中
途
に
夫
婦
石
が
あ
る
。

メ

ウ

ト

国
誌
草
稿
、
馬
見
原
町
の
項
に
「
当
町
ヨ
リ
曰
州
県
ヘ
ノ
通
筋
、
夫
婦

石
境
マ
テ
十
八
丁
十
六
間
ア
リ
」
と
記
さ
れ
、
南
部
馬
見
原
原
之
図
に
も
、

夫
婦
岩
の
ヶ
所
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
夫
婦
石
は
、
両
側
に
弐
個
並
ん
で
い

た
の
が
『
道
路
整
備
に
よ
っ
て
西
側
の
石
は
埋
没
し
た
。
現
在
東
側
に
残

っ
て
い
る
石
は
、
横
二
・
四
米
、
高

さ
一
・
七
米
で
、
片
方
だ
け
で
あ
る

が
、
往
時
、
日
向
の
方
々
が
三
斉
市
、

六
斉
市
が
開
か
れ
る
馬
見
原
へ
、
又

肥
後
の
人
々
が
日
向
へ
の
名
所
巡
り

に
、
尚
馬
見
原
駄
賃
引
き
の
馬
方
さ

ん
が
、
或
い
は
旅
人
の
往
来
に
お
い

て
此
の
国
境
の
夫
婦
石
の
様
に
末
む

つ
ま
じ
く
、
仲
良
く
あ
り
た
い
も
の

と
語
り
乍
ら
；
：
；
又
旅
の
安
全
を
祈

願
し
、
ナ
デ
乍
ら
サ
ス
リ
乍
ら
、
様
々
な
思
い
を
秘
め
、
追
分
な
ど
を
口
九
石
八
斗
六
升
こ

ず
さ
み
唄
い
、
往
来
さ
れ
た
心
情
が
今
さ
ら
乍
ら
思
い
察
せ
ら
れ
る
よ
う
合
三
勺
と
云
わ
れ
、
価

菅
尾
手
永
大
総
庄
屋

二
八
二
国
界
夫
婦
岩
（
自
然
石
）

国
誌
や
南
郷
之
図
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
、
貴
重
な
夫
婦
岩
で
あ
り
、

大
事
に
保
存
し
た
い
も
の
で
す
。

で
~、~~
一

．
〆

0

二

八

三

会

所

跡

碑

所

在

地

大

字

菅

尾

（

前

）

佐
藤
商
店
前
に
、
菅
尾
手
永
会
所
跡
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
基
礎

ブ
ロ
ッ
ク
積
（
幅
○
・
七
○
、
高
○
・
五
五
米
）
、
台
石
二
段
（
下
台
幅
○
・

八
二
、
厚
○
・
一
五
米
、
上
台
幅
○
・
五
二
、
厚
○
・
二
一
米
）
、
碑
石
（
幅

○
・
一
九
、
高
一
・
○
、
厚
○
・
二
米
）
裏
面
に
次
の
碑
文
が
刻
ま
れ

兼
代
官
所
を
手
永
会
所
と
称
し
、
寛
文
十
年
（
約

○
○
年
前
）
肥
後
国
主
、
細
川
公
と
な
り
、
米
山
号
を
廃
し
て
菅
尾
号

－98－

Ｊ

Ⅲ

Ⅲ

章

■

■

■

■
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柏
城
趾
ハ
永
禄
、
天
正
ノ
頃
阿
蘇

天
正
十
四
年
正
月
島
津
勢
、
高
千
穂

勢
高
森
攻
落
ノ
際
落
城
ス
、
城
主
柏

民
部
大
輔
当
時
矢
部
浜
ノ
館
二
出
仕

中
ナ
ル
モ
事
ノ
急
ナ
ル
ヲ
間
キ
急
ギ

帰
城
ス
ル
モ
城
既
二
落
チ
憧
憩
ヤ
ル

方
ナ
ク
、
高
森
二
敵
将
新
納
武
蔵
守

ヲ
求
〆
西
郊
十
里
山
の
辺
一
一
テ
討
死

ス
、
蘇
陽
町
合
併
前
当
地
区
ヲ
柏
村

卜
称
セ
シ
ガ
此
／
名
称
モ
城
主
棺
民

部
大
韓
ノ
長
笙
。
月
一
言
万
善
政
ヲ
敬

県
下
で
も
大
き
な
手
永
で
あ
り
、
実
に
当
時
の
六
十
ヶ
村
（
旧
馬
見
原
町
、
慕
ス
ル
余
り
住
民
が
村
名
ト
シ
テ
名
付
ケ
シ
モ
ノ
ニ
シ
テ
此
ノ
城
趾
近
ク

菅
尾
村
、
柏
村
、
小
峰
村
一
円
）
を
明
治
の
初
め
ま
で
統
制
さ
れ
た
由
緒
ニ
ハ
当
時
ノ
激
戦
ヲ
物
語
ル
刀
剣
矢
玉
等
出
土
シ
、
近
ク
ニ
ハ
、
千
人
塚

ニ
ハ
当
時
ノ
激
戦
ヲ
物
語
ル
刀
剣
矢
玉
等
出
土
シ
、
近
ク
ニ
ハ
、
千
人
塚

二

八

四

柏

城

三

瀬

本

城

）

趾

所

在

地

大

字

二

瀬

本

城
趾
の
頂
上
部
に
、
磨
石
の
高
さ

上
部
碑
石
は
（
幅
○
・
六
三
、
厚
○

上
部
碑
石
は
（
幅
○
・
六
三
、
厚
○

磨
石
の
高
さ 趾

あ
る
土
地
で
あ
る
。

・
二
四
、
高
○
・
四
八
米
）
の
碑
石
二
八
五
所
在
地
大
字
馬
見
原

が

建

立

さ

れ

て

あ

る

。

小

学

校

校

庭

に

、

忠

魂

碑

が

建

立

さ

れ

て

あ

る

。

正

面

に

忠

魂

長

存

、

碑

文

峯

九

十

一

回

明

治

三

十

七

、

八

年

戦

役

。

昭

和

二

十

八

年

四

月

建

立

と

柏
城
趾
ハ
永
禄
、
天
正
ノ
頃
阿
蘇
家
ノ
家
臣
、
柏
民
部
大
輔
居
城
ス
、
あ
る
。

一 碑
蛾:掻懇

六
五
、
下
部
台
石
幅
二
・
○
、

~

離職職蕊馳二＝灘
蕊 灘 骨･_診勅

Z

碑

文

明
治
三
十
七
、
八
年
戦
役
並
び
に
日
支
事
変
に
齢
て
は
、
赫
々
た
る
国

光
を
世
界
に
発
揚
し
た
る
我
が
国
が
、
昭
和
十
六
年
勃
発
の
大
東
亜
戦
争

は
、
そ
の
主
旨
因
よ
り
自
存
自
衛
の
動
機
で
あ
り
た
る
に
も
不
拘
有
史
以

来
未
曽
有
の
不
幸
と
屈
辱
と
を
招
来
せ
り
。
然
る
に
過
去
の
戦
役
に
大
命

を
奉
し
、
壮
途
に
つ
き
た
る
勇
士
、
身
は
戦
野
に
蕊
れ
て
今
は
亡
く
忠
魂

故
郷
に
静
か
に
眠
る
。
而
し
て
我
が
馬
見
原
町
は
、
明
治
以
来
の
戦
役
に

犠
牲
と
な
り
た
る
本
町
出
身
の
英
霊
白
卜
九
柱
を
、
永
久
に
讃
え
弔
わ
ん

こ
と
を
希
願
い
町
民
一
同
議
し
て
こ
の
碑
を
建
立
す
。

昭

和

二

十

八

年

四

月

建

立
チ

モ

リ

モ
存
ス
、
又
此
ノ
附
近
ノ
地
名
ヲ
血
盛
卜
称
し
シ
テ
墓
所
一
天
当
時
ヲ
追

想
シ
香
煙
ノ
立
上
ル
ヲ
見
ル
。

と
記
さ
れ
て
あ
る
。

三
、
忠
魂
碑
等

99



基
礎
（
石
積
下
幅
二

三
段
（
下
台
幅
一
。

六
五
、
厚
○
・
二
九
、

中
台
幅
一
・
二
三
、

厚
○
・
三
、
上
台
幅

○
・
六
四
、
厚
○
。

四
六
米
）
。
碑
（
幅

○
・
五
四
、
長
一
・

五
五
米
）
ｃ
全
長
四

全
長
四

碑
の
要
に
「
星
紺
移
り
変
わ
れ
ど
も
青
葉
の
野
辺
を
く
れ
な
ゐ
に

染
め
て
散
り
に
し
っ
は
も
の
の
哀
れ
を
秘
め
し
鏡
山
」
と
、
当
時
を

偲
び
、
江
藤
政
光
氏
の
詩
が
刻
ま
れ
て
あ
る
。

碑
の
横
に
、
副
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
が
、
官
軍
並
び
に
、
薩
寵
の
戦

石
商
二
・
○
米
、
台
苞
一

二
八
六
所
在
地
大
字
馬
見
原
（
鏡
山
）

鏡
山
頂
上
（
標
高
九
一
六
米
）
に
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
西
南
役

に
よ
る
戦
死
者
の
慰
霊
碑
が
、
熊
本
市
高
橋
町
在
住
の
史
家
、
江
藤
政
光

氏
が
発
起
人
と
し
て
、
郡
内
町
村
長
、
五
ヶ
瀬
町
内
の
篤
志
家
等
の
寄
附

に
よ
り
、
昭
和
四
十
四
年
九
月
五
日
に
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
（
碑
石
、
自
然

死
者
の
氏
名
、
年
令
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

・
一
二
米
の
碑
で
あ
る
。

。
二
五
、
上
幅
一
・
五
四
、
高
一
。
五
二
米
）
、
台
石
又
北
面
に

段
（
高

W,i"惑鍔鍍爵一

ノ､
ユー

ノ、

米
一

○

尭 〃

熱迎

麺!蔵
》
一

識霞菱壼 ＝

二
八
七
所
在
地
大
字
菅
尾
（
大
久
保
）

菅
尾
小
学
校
プ
ー
ル
場
の
上
部
に
建
立
し
あ
り
。
昭
和
五
十
七
年
四
月

吉
日
、
補
修
工
事
が
な
さ
れ
、
旧
菅
尾
村
出
身
の
戦
死
者
、
歩
兵
少
尉
、

勲
七
等
功
六
級
、
倉
岡
徹
道
（
明
治
三
十
七
年
十
二
月
一
日
）
外
六
十
一

柱
の
英
霊
を
合
祀
し
て
あ
る
。

亡
き
人
を
せ
め
て
弔
ら
へ
雪
月
花

は

た

蝉

時

雨

嶺

の

松

風

祖
国
日
本
は
元
よ
り

悠
久
の
世
界
平
和
を
念
じ
つ
つ

大
阿
蘇
の
山
の
煙
の
と
こ
し
へ
に

絶

え

ざ

る

如

く

後

の

世

に

真
心
こ
め
て
残
す
石
ぷ
み

世

人

此

の

碑

を

臘

仰

尚
且
四
囲
を
傭
徹
し
て

と
記
さ
れ
て
あ
る
。

暫
し
往
時
を
追
懐
せ
ら
れ
む
事
を

聿
冒

馬

見

原

田

中

萬

次

石

工

長

陽

村

喜

田

増

田

七

義

発

起

人

熊

本

市

江

藤

政

光

-- l{)()-



１
１
１
１
１
１
１
１
１

莞7繕
ｊ》

芋

八
・
０

Ｐ

４

。

■

武
流
。

■
■
Ⅱ
Ｆ

Ｔ

Ｉ

▼

。

■

■

Ⅱ

け

ヤ

ゴ

辛
誰
靹

加
』

ｒ
Ｊ
ｆ

ｐ

Ｆ

Ｉ

ｌ

｝

二

一

争

岸

・

呂

・

和

篭

‐

Ｆ

〆

凶

』

．

〃

ｒ

一
Ｊ

。

．

望

」

本
塔
は
、
初
め
、

在
郷
軍
人
会
で
昭

和
十
八
年
に
建
立

さ
れ
、
終
戦
の
時

取
り
こ
わ
し
、
後
、

昭
和
二
十
三
年
再

建
さ
れ
た
が
、
其

の
後
一
部
破
損
せ
し
を
も
っ
て
、
昭
和
五
十
七
年
四
月
に
補
修
再
建
さ
れ
景
明
書
と
あ
り
。

た

。

左

面

に

西

南

、

日

清

、

日

露

、

シ

補

修

工

事

費

二

十

三

萬

円

也

ベ

リ

ャ

、

大

東

亜

戦

争

の

戦

没

者

の

協

力

蘇

陽

町

及

び

郷

友

会

氏

名

が

刻

ま

れ

、

碑

石

裏

面

に

次

の

請

負

者

矢

部

町

上

川

井

野

山

下

学

石

材

店

碑

文

が

記

さ

れ

て

あ

る

。

菅

尾

遺

族

会

会

長

田

上

惟

雄

里

人

晉

課

建

石

為

、

西

南

、

日

清

、

地

区

世

話

人

日

露

、

西

伯

利

四

役

陣

残

戦

士

之

碑

元

菅

尾

・

塩

原

中

林

か

ず

の

欲

勒

其

功

以

伝

千

載

嘱

予

文

銘

日

塩

出

迫

佐

藤

敦

高

千

穂

峰

巍

々

窪

千

秋

。

五

箇

水

米

山

、

大

迫

、

大

久

保

山

村

五

雄

是

功

是

烈

赫

葵

宙

萬

古

忠

魂

毅

塊

今

・

八

木

田

上

態

一

大

正

十

五

年

三

月

十

日

高
千
穂
峰
巍
々
窪
千
秋
。
五
箇
水
壌

今
壽
『
訂

・4p4－

ｲヒ

上

富

永

光

芳

岩

下

誠

策

昭
和
五
十
七
年
四
月
吉
日
と
銘
あ
り
。

基
礎
（
幅
二
・
四
五
、
高
○
・
七
二
米
）
、
台
石
四
段
（
高
一
・
三
○

米
）
、
碑
石
（
高
一
・
五
二
米
）
全
長
三
。
五
四
米
の
碑
で
あ
る
。

二

八

八

所

在

地

大

字

長

谷

小
学
校
校
庭
横
に
、
忠
魂
碑
が
建

立
さ
れ
て
あ
り
、
元
帥
子
爵
川
村

々
流
九
堰
。

是
功
是
烈
赫
葵
宙
萬
古
忠
魂
毅
塊
凛
乎
護
皇
基

大
正
十
五
年
三
月
十
日

陸
軍
少
將
正
五
位
勲
三
等
功
二
級

二

子

石

官

太

郎

撰

竝

苦

碑
全
高
五
・
二
米
（
基
礎
幅
三
・
一
七
、
高
一
。
○
五
米
、
台
石
三
段

…琴

q･炉．
＆ﾁf寂
Ⅱ■P ■
＝ロﾛ、ﾜロ

一

』＝
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（
下
台
幅
一
。
八
○
、
高
○
・
三
八
米
、
中
台
幅
一
・
○
五
、
高
○
・
五
碑
文
は
読
み
と
れ
な
い
が
、
大
正
時
代
、
町
内
の
商
家
等
の
方
々
が
出

四
米
、
上
台
幅
○
・
六
○
、
高
一
・
○
米
）
碑
高
一
・
八
○
、
幅
○
・
五
資
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
。

’

一

八

九

所

在

地

加

藤

社

の

石

段

中
途
に
、
洋
式
風

で
、
高
さ
（
台
石

共
三
・
八
米
、
幅

○
・
七
米
）
台
座

幅
○
・
七
八
米
の

五
角
型
で
周
囲
は

四
米
）

鉄
の
鎖
で
廻
し
て
あ
っ
た
が
、
鎖
は
戦
時
中
供
出
さ
れ
て
『
今
は
柱
の
み

が
立
っ
て
い
る
。

０

Ｍ

９

〕

大
字
滝
上
（
下
番
）

＊

ヤ

』
ロ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
▲
ｑ
ｑ
ｑ
ｐ
０
ｑ
ｌ
８
１
０
１
Ｈ
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
１
日
Ⅱ
Ｉ
二
Ｆ
■
・
■
■
Ｐ
・
■
Ⅱ
０
１
Ⅱ
一
■
■
一

一

０

Ｍ

９

約

１

１
１

|I

１
１

堅

書
と
さ
れ
て
あ
り
、
台
石
に
は
、

’
一
九
○
所
在
地
大
字
菅
尾
（
前
）

菅
尾
老
人
憩
の
家
前
広
場
に
、
明
治
三
十
七
、
八
年
日
露
戦
役
記
念
之

碑
が
明
治
四
十
一
年
九
月
十
日
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。

碑

文

は

、

陸

軍

大

将

従

二

位

勲

一

等

功

一

級

伯

爵

奥

保

謹

凱

旋

軍

人

陸

軍

二

等

軍

医

勲

六

等

従

七

位

山

村

五

夫

外

三

十
六
名
の
方
が
記
名
さ
れ
て
あ
る
。

又
此
の
碑
建
設
の
周
旋
方
兼
寄
附
人
名
と
し
て

菅

尾

村

長

勲

八

等

山

中

久

米

八

外

二

十

名

今

村

乙

八

外

五

十

八

名

菅

尾

村

青

年

会

員

今

村

婦

人

会

、

と

あ

り

石

工

御

嶽

村

山

下

政

□

碑
の
基
礎
石
積
（
下
幅
二
・
二
五
、
上
幅
一
。
四
五
、
高
一
，
二
八

米
）
、
台
石
三
段
で
（
下
台
幅
一
・
四
八
、
厚
○
・
一
八
、
中
台
幅
一
・
一

三
、
厚
○
・
三
四
米
、
上
台
幅
○
・
八
、
厚
○
・
三
七
米
）
碑
は
自
然
石

と
銘
が
あ
る
。

日
露
戦
役
大
勝
を
記
念
し
て
、
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

~

１
１

~

ｑ
●
Ｊ
Ｂ
Ｒ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
，
ｄ
Ｆ
６
■
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
４
■
Ｉ
■
Ⅱ
１
Ｊ
Ⅱ
ｌ
〃
Ｉ
Ⅱ
０
ｔ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
０
０
６
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
日
０
口
Ｉ
。
■

-- 1()2

▲

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

４

凸

も

。

Ｆ

■

■

■

Ｕ

ｑ

Ｄ

■

■

Ⅱ

Ⅱ

。

Ⅱ

出

呪

酷

肥

■

■

■

■

■

■
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崇7篝記念碑等（学校）

一

一

九

一

百

年

碑

所

在

地

大

字

馬

見

原

小
学
校
校
庭
に
、
小
学
校
創
立
百
年
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
碑
石
正

面
に
、
創
立
百
年
碑
馬
見
原
小
学
校
昭
和
五
十
年
十
一
月
建
立
卒

業
生
一
同
、
と
あ
る
。
自
然
石
で
全
長
約
四
・
五
米
の
碑
で
あ
る
。
基
礎

二
段
で
下
段
（
幅
四
・
○
米
）
、
中
段
（
幅
三
・
一
五
、
厚
○
・
六
米
）
の

上
に
、
玉
混
台
石
で
（
下
幅
一
で
三
五
、
上
幅
一
・
五
、
高
一
・
六
五

米
）
。
上
段
の
台
石
も
自
然
石
で
（
幅
一
・
八
、
厚
○
・
六
米
）
、
そ
の
上

に
碑
（
下
幅
一
・
一
○
、
高
一
・
二
米
）
が
建
っ
て
い
る
。
基
礎
の
中
に

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
埋
蔵
さ
れ
て
あ
り
、
蓋
石
に
次
の
銘
あ
り
。
五
十
年

後
仁
又
百
年
後
に
開
扉
さ
れ
た
時
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
想
い
出
が
語

碑
で
あ
る
。

り
合
わ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
幅
○
・
六
、
高

二
・
二
九
米
）
全

長
四
・
四
六
米
の

四

、

学

校

Ｉ

ｌ

ｌ

１

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

０

ｌ

I

校

舎

に

移

転

〒

１

１

１

賑

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

坐

昭
和
二
十
五
年
四
月
学
校
造
林
優
秀
に
つ
き
文
部
大
臣
よ
り
表
彰
を
受
く

〃
二
十
七
年
二
月
長
崎
分
校
校
舎
新
築
落
成

〃
三
十
一
年
九
月
町
村
合
併
に
よ
り
蘇
陽
町
立
馬
見
原
小
学
校
と
改

称

す

る

〃
三
十
二
年
九
月
完
全
給
食
開
始

〃

四

十

二

年

一

月

体

育

館

落

成

昭
和
五
十
年
十
一
月
創
立
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
建
立
す

現

在

迄

卒

業

生

延

四

、

六

二

名

昭
和
十
八
年
四
月
長
崎
分
教
場

五

・

六

年

生

小

学

校

の

沿

革

明

治

八

年

公

立

馬

見

原

小

学

校

開

設

明
治
三
十
三
年
六
月
高
等
科
併
設

昭
和
二
十
四
年
二
月Ⅱ

ｊ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

β

Ｉ

ｊ

ｂ

■

、

Ⅱ

Ｌ

Ｉ

ｆ

Ｌ

Ｄ

今

日

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

“

１

日

ｌ

ｑ

６

７

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

▲

Ⅱ

〃

Ⅱ

■

上

図

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

司

り

■

Ⅱ

。

Ｉ

。

児
童
本
校
通

学
な
る

合
世
帯
の
馬

見
原
中
学
校

が
下
鶴
の
新

さ
る

2．05

－1()3－

ｌ
ｊ
望
一



ー

第
に
減
少
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

物
語
る
一
例
で
す
。
そ
ん
な
馬
見
原
も
交
通
の
便
が
良
く
な
っ
て
、
九
州

中
央
の
集
数
地
と
し
て
の
か
げ
が
薄
れ
る
と
共
に
、
昭
和
に
な
っ
て
か
ら

急
に
淋
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
又
小
学
校
に
し
て
も
、
生
徒
数
も
次

内
藤
藩
の
台
所
に
馬

見
原
財
閥
の
力
が
如

何
に
強
か
っ
た
か
を

馬
見
原
を
通
る
時
は
、

敬
意
を
表
す
る
為
、

行
列
の
毛
槍
を
倒
し

想

い

出

明
治
の
初
め
教
育
制
定
と
共
に
、
当
馬
見
原
小
学
校
も
明
治
八
年
発
足

し
、
本
年
百
周
年
を
迎
え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
幕
末
か
ら
明
治
の
初
め

に
か
け
て
、
馬
見
原
は
林
産
物
等
の
集
数
地
と
し
て
大
変
栄
え
、
土
蔵
三

階
建
て
の
大
家
高
楼
が
軒
を
並
べ
、
酒
醸
業
者
だ
け
で
も
十
三
軒
も
あ
っ

た
事
を
お
ぼ
え
て
居
ま
す
。
幕
政
時
代
は
、
延
岡
城
主
内
藤
藩
の
行
列
が

今
、
百
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
卒
業
一
同
が
力
を
合
わ
せ
、
往
時

の
馬
見
原
の
よ
う
に
発
展
さ
す
べ
く
、
努
力
し
て
頂
き
た
く
、
念
願
す
る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

（

明

治

四

十

四

年

卒

業

生

）

て
通
っ
て
居
た
由
、

夕

、←

6

慧震 颪二

二
九
一
一
記
念
碑
（
学
校
林
）

所

在

地

大

字

馬

見

原

（

一

里

木

）

馬
見
原
小
学
校
学
校
林
と
記
さ
れ
た
記
念
碑
が
、
旧
国
道
右
側
に
建
立

さ
れ
て
あ
る
。
こ
の
碑
は
、
明
治
三
十
八
年
、
当
時
馬
見
原
小
学
校
校
長

一
木
重
馬
先
生
が
、
明
治
三
十
年
着
任
後
、
校
舎
建
替
を
役
場
及
び
町
の

有
志
に
働
き
か
け
苦
労
さ
れ
て
、
校
舎
建
築
が
出
来
た
が
、
将
来
又
校
舎

の
立
替
が
あ
る
こ
と
を
予
想
さ
れ
、
そ
の
時
の
校
長
が
、
再
び
苦
労
さ
れ

な
い
よ
う
に
と
、
学
校
林
を
造
成
し
て
は
と
の
意
見
に
、
当
時
、
町
内
で

材
木
商
を
し
て
居
ら
れ
た
、
飯
千
唯
平
さ
ん
が
間
か
れ
感
動
さ
れ
、
自
分

の
山
を
一
木
校
長
に
差
し
上
げ
ら
れ
、
明
治
四
十
年
に
植
林
し
た
杉
材
が

戦
後
、
中
小
学
校
の
材
料
に
使
う
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。
現
在
、
学
校

林
の
中
に
あ
る
大
杉
は
、
当
時
の
杉
の
残
り
木
で
す
。
戦
後
、
文
部
省
で

模
範
学
校
林
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
時
、
全
国
で
一
番
目
に
表
彰
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。
一
木
校
長
の
そ
の
徳
を
称
え
、
又
学
校
林
の
重

要
性
を
鑑
み
て
、
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

碑
石
（
高
一
。
三
○
、
幅
○
・
五
四
米
）

台
石
二
段
（
上
幅
○
・
八
五
、
高
○
・
二
二
米
、
下
幅
一
・
’
’

○
、
高
○
・
五
米
）

碑

文

学

校

林

沿

革

一
木
重
馬
校
長
ハ
、
明
治
三
十
年
カ
ラ
十
七
年
間
ノ
長
イ
間
、
本
校
校

－1()4－

１

１
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こ含鐸零「学校ノ莞7窪

長
ト
シ
テ
在
職
サ
レ
、
着
任
早
々
ノ
校
舎
建
築
ノ
苦
心
ヲ
将
来
二
度
と
繰
る
。
頭
部
の
円
型
に
、

リ
返
サ
ナ
ィ
ョ
ウ
、
五
十
年
後
ノ
学
校
改
築
ノ
事
ヲ
考
へ
ラ
レ
、
生
徒
卜
大
野
小
学
校
創
立
百

共
一
一
、
此
ノ
地
二
植
林
サ
ル
。
ソ
ノ
山
林
ガ
、
四
十
数
年
後
ノ
、
昭
和
二
周
年
記
念
、
西
暦
一

十
一
年
ノ
学
生
改
革
二
依
ル
、
中
学
校
建
築
材
ト
シ
テ
使
用
サ
レ
、
又
同
九
七
五
と
銘
あ
る
。

二
十
四
年
ニ
ハ
、
小
学
校
迄
改
築
サ
レ
シ
ハ
コ
レ
偏
二
、
一
木
校
長
ノ
先
基
礎
は
コ
ン
ク
リ
ー

兇
一
一
ヨ
ル
モ
ノ
ニ
ン
テ
弓
十
三
年
二
、
特
二
全
国
ノ
模
範
学
校
林
ト
シ
テ
、
卜
で
、
幅
一
・
五
○
、

文
部
大
胞
ヨ
リ
表
彰
サ
ル
。
一
木
校
長
ノ
徳
ヲ
讃
へ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
ニ
テ
記
念
厚
○
・
一
○
米
の
四

碑

ヲ

建

設

ス

。

角

、

台

座

六

角

で

、

二

九

三

百

年

碑

所

在

地

大

字

大

野

小
学
校
体
育
館
横
這
六
角
型
、
上
部
ば
円
型
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ

熊

本

県

阿

蘇

郡

馬

見

原

町

立

馬

見

原

小

学

校

愛
校
は
多
年
、
学
校
林
造
成
に
霊
力
し
学
校
植
林
運
動
に
貢
献
す
る
と

こ
ろ
多
大
で
あ
る
。

よ
っ
て
こ
れ
を
表
彰
す
る
。

昭

和

二

十

減

年

四

月

一

日

文

部

大

臣

高

瀬

荘

太

郎

而

一

表

彰
1

1

1状

そ
の
横
に
碑
文
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

碑

文

大
野
小
学
校
創
立
百
周
年
に
当
た
り
、
校
下
総
意
の
も
と
に
、
こ
の
碑

を
建
立
す
る
こ
と
に
な
り
左
記
構
図
に
よ
り
設
計
し
た
。
創
立
以
来
の
卒

業
生
は
一
、
三
｜
九
名
で
、
明
治
時
代
一
六
八
名
、
大
正
時
代
~
七
八
名
、

昭
和
時
代
（
昭
和
四
十
九
年
迄
）
九
七
一
一
名
を
数
え
る
。

依
っ
て
此
の
碑
の
六
角
塔
の
高
さ
は
一
、
三
一
九
粍
で
、
卒
業
生
総
数

を
表
す
。
中
間
の
区
切
り
は
、
各
時
代
の
卒
業
生
数
の
比
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
又
六
面
は
、
校
下
の
六
部
落
を
表
す
も
の
で
、
頂
頭
の
円
型
の

径
○
・
五
米
、
厚
○
・

米
） 名角

、

白台
石座

、 ユー

ノ＼

大角
野で

、 、

方一
ケ辺
野○

、

一○・

あ
る
。
碑
石
も
六
角
で
、
長
一

I

五
、
厚
○
・
一
五
米
、
面
上
に
校
下
部
落

野
、
柳
井
原
、
土
戸
、
神
の
前
）
が
記
さ
れ
て

長
一
・
三
二
、
一
辺
○
・
二
一
米
で
、
上
部
に

五
米
の
円
型
に
な
っ
て
い
る
。
（
全
長
二
℃
○
七

羊

毒

瞳
』
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１

１

中
心
の
周
囲
の
長
さ
の
印
は
、
一
、
三
雲
九
粍
で
、
六
部
落
の
卒
業
生
令

員
で
支
え
ら
れ
、
特
に
和
を
強
調
す
る
。
尚
、
台
座
よ
り
頂
上
迄
の
高
さ

の
和
は
、
一
、
九
七
五
粍
で
建
京
の
年
、
西
隔
一
、
九
七
五
年
（
昭
和
五

十
年
）
を
意
味
す
る
。

昭
和
五
十
年
七
月
建
立

小

学

校

の

沿

革

明
治
七
年
大
字
柳
井
原
字
文
字
ヶ
崎
に
柳
井
小
学
校
開
校

〃
二
十
年
柳
井
小
学
校
廃
校
、
大
野
、
柳
井
原
、
土
戸
の
三
区
は
、

馬

見

原

小

学

校

へ

通

学

、

白

石

、

方

ヶ

野

、

神

の

前

の

三

区

は

、

白

石

谷

校

舎

を

設

置

、

馬

見

原

小

学

校

支

校

と

改

称

（
碑
の
裏
面
）
百
周
年
記
念
事
業

期

成

会

長

斗

高

俊

治

副

会

長

園

田

正

隆

・

中

村

一

男

会

計

後

藤

繁

・

伊

藤

透

監

事

倉

岡

仁

平

・

枝

尾

留

雄

総

工

事

費

四

拾

万

円

題

字

現

校

長

長

谷

川

静

成

設

計

者

栗

屋

守

石

Ｔ

（

熊

本

市

）

橘

口

武

幸

１
１
１
ｌ
Ⅲ
‐
■
＆
■
・
山
Ⅱ
１
１
日
Ｌ
Ⅱ
と
岨
■
叩
哩
、
囚
，
凸
日
向
凋
呵
門
田
■
■
可
山
且
１
冊
君
河
口
Ｒ
ｕ
■
■
旧
刃
司
刷
■
■
川
ｌ
Ⅱ
０
４
Ｊ
判
Ｉ
１
１
１
１
ｆ
４
ｌ

I
″
二
十
五
年
四
月

昭
和
三
年
三
月

〃

十

六

年

四

月

昭
和
二
十
二
年
四
月

″

四

十

八

年

二

一

月

″
五
十
年
八
月

碑

文

小

学

校

の

沿

革

明
治
八
年
五
月

〃
二
十
三
年
六
月

〃
三
十
三
年
七
月

大
正
十
一
年
四
月

〃

十

一

年

十

二

月

と
し
て
建
京
さ
れ
て
あ
る
。

二

九

四

百

年

碑

所

在

地

大

字

菅

尾

小
学
校
校
門
左
側
に
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
、
創
京
百
周
年
記
念
事
業

″
言
十
三
年
二
月’
大
野
に
校
舎
新
築
。
馬
見
原
小
学
校
大
野
支
校
と

改
称

独
立
し
て
大
野
尋
常
小
学
校
と
改
称

入
野
小
学
校
の
造
林
地
を
定
め
植
林
を
行
う

大
野
国
民
学
校
と
改
称

馬
貝
原
町
立
大
野
小
学
校
と
改
称

体
育
館
本
体
完
成

大
野
小
創
立
百
周
年
記
念
式
典
記
念
碑
建
竜

公
立
菅
尾
小
学
校
創
京

今
村
の
地
に
今
村
分
教
場
設
置

花
上
の
地
に
花
上
分
教
場
設
置

小
学
校
に
高
等
科
を
併
設
さ
れ
る

元
菅
尾
の
校
地
を
現
在
の
人
久
保
部
落
に
移
し
新

校
舎
建
設
と
同
時
に
、
今
村
分
教
場
を
廃
止
す
る
。

１

１
Ｎ
ｄ
１
１
Ｉ
田
口
１
川
■
１
Ⅲ
ｌ
１
ｌ
山
■
６
回
■
呵
叫
川
朗
‐
Ｉ
ｂ
‘
Ｉ
‐
Ｌ
Ⅱ
１
１
１
１
１
Ⅲ
Ⅱ
川
１
Ⅲ
‐
１
１
１
川
１
Ⅲ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
？
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昭
和
十
一
年
九
月
小
学
校
教
室
お
よ
び
謹
堂
増
築

〃

二

十

七

年

七

月

第

二

校

舎

増

築

〃
三
十
五
年
四
月
町
村
合
併
に
伴
い
、
花
上
分
校
は
、
二
獺
本
小
学

校

分

校

と

所

属

変

更

〃
五
十
一
年
三
月
体
育
館
落
成

〃
五
十
一
年
三
月
創
立
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
建
立
す
る
。

現
在
迄
の
卒
業
生
延
二
、
二
六
四
名
と
記
あ
り
。

基
礎
石
穣
（
幅
二
・
八
○
、
高
一
・
五
五
米
）
、
台
石
二
段
切
石
（
下
編

二
・
一
五
、
厚
○
・
一
五
米
、
上
幅
一
・
九
○
、
厚
○
・
二
八
米
）
、
上
台

石
、
自
然
石
（
幅
二
・
四
、
厚
○
・
五
五
米
）
、
碑
石
、
自
然
石
の
（
下
幅

○
・
九
、
上
幅
一
。
二

○
、
厚
○
・
四
○
、
高

二
・
六
五
米
）
。
全
長

五
・
一
八
米
の
碑
で

’
一
九
五
記
念
稗
（
元
中
学
校
）

所

在

地

大

字

菅

尾

菅
尾
保
育
所
入
口
に
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
、
町
内
四
中
学
校
の
統
合

あ
る
。

､γ↑
-－二

鶏

掴

Pご＝

一

S〒1】肉~

に
伴
い
、
菅
尾
中
学
校
廃
校
と
な
り
、
そ
の
跡
地
に
記
念
の
碑
を
建
立
さ

れ
て
あ
る
。

「

碑

文

」

菅
尾
中
学
校
沿
革
抄

昭
和
二
十
二
年
六
月
馬
見
原
中
学
校
菅
尾
分
校
創
設

〃
二
十
三
年
九
月
現
在
地
に
新
校
舎
落
成

〃
二
十
六
年
九
月
菅
尾
村
立
菅
尾
中
学
校
と
し
て
独
立

〃
三
十
一
年
九
月
蘇
陽
町
立
菅
尾
中
学
校
と
改
称

〃
五
十
五
年
三
月
菅
尾
中
学
校
閉
校
に
伴
い
発
展
的
閉
校

こ
の
歴
史
、
正
に
三
十
三
年
、

を
送
り
出
す
こ
と
、
分
校
時
代
一

○
四
名
、
独
立
後
七
九
二
名
、
計

八
九
六
名
に
及
ぶ
。
こ
こ
に
母
校

菅
尾
中
学
校
を
偲
び
愛
惜
の
情
を

後
世
に
残
す
た
め
、
記
念
の
碑
を

建
立
す
。昭

和
五
十
五
年
三
月

菅

尾

校

区

民

一

同

幾
多
の
変
遷
を
経
な
が
ら
も
、
卒
業
生

-107-
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三
、
蘇
陽
の
峡
の
水
す
み
て

渡

る

緑

の

五

月

風

燃

ゆ

る

血

潮

は

商

ら

か

に

国

を

興

さ

ん

希

望

あ

り

あ

あ

う

る

わ

し

き

わ

が

母

校

二
、
朝
に
固
む
若
い
夢

夕

に

思

う

わ

が

心

た

が

い

の

胸

に

誓

い

あ

う

自

主

勤

労

の

こ

の

教

え

あ
あ
う
る
わ
し
き
わ
が
学
び
舎

基
礎
（
幅
ざ
七
、
尚
○
・
七
米
）
、
台
石
二
段
（
下
幅
一
・
八
一
一
、
厚

○
・
一
三
米
、
上
の
幅
一
・
四
○
、
厚
○
・
二
四
米
）
碑
石
（
幅
一
・

一
、
阿
蘇
の
高
領
の
白
雲
や

遠

く

に

つ

づ

く

山

脈

へ

菅
尾
中
学
校
校
歌

静
か
に
映
ゆ
る
四
季
の
色

我
等
を
生
み
し
故
郷
は

あ
あ
う
る
わ
し
き
わ
が
菅
尾

二

九

六

百

年

碑

所

在

地

校
舎
中
庭
に
、
小

学
校
創
立
百
周
年
記

念
碑
が
建
立
さ
れ
て

四
五
、
高
○
・
六
五
米
）
の
碑
で
あ
る
。

創
立
百
周
年
記
念
、

昭
和
五
十
三
年
一
月

と
銘
あ
り
。

基
礎
自
然
石
、
玉

米
）
、
碑
石
自
然
石

石
「
玉

厚
約
○
・
四

あ
る
。
自
然
石
に
、

二

瀬

本

小

学

校

沿

革

明
治
十
二
年
一
月
二
獺
本
簡
易
科
教
場
開
設

〃
二
十
五
年
二
瀬
本
尋
常
小
学
校
と
改
称
す
る

〃
三
十
一
年
橘
小
学
校
（
下
山
。
橘
・
樺
山
）
分
離

昭
和
十
六
年
二
瀬
本
国
民
学
校
と
改
称
す
る

″
二
十
年
高
等
科
設
置

″
二
十
二
年
二
瀬
本
小
学
校
と
改
称
す
る

名
石
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
幅
一

自
然
石
（
高
一
”
五
○
、
上
幅
○
・

五

米

）

全

長

二

。

一

二

米

大
字
二
瀬
本

七
七
、
下
幅
一
・
○
米
、

二
○
、
高
○
。
六
二

ー

108
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f

て
あ
る
。校

歌

一
、
世
界
に
誇
る
大
阿
蘇
を

朝

な

夕

な

に

仰

ぎ

み

る

豊

け

き

文

化

咲

く

園

は

そ

の

名

輝

／

、

長

谷

校

二
、
伸
び
ゆ
／
、
若
言
溝
純
の

希

望

の

狗

ば

《

／

、

ら

ん

で

楽

し

／

、

語

り

学

び

合

う

そ

の

名

輝

／

、

長

谷

枝

一

一

九

七

百

年

碑

所

在

地

大

字

長

谷

小
学
校
校
舎
正
面
に
、
創
立
百
周
年
記
念
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

基
礎
（
高
○
・
九
、
帆
二
・
一
五
米
）
、
台
石
（
幅
電
？
三
、
厚
○
・

一
五
米
）
の
上
に
、
横
型
の
碑
で
、
横
一
・
七
三
、
縦
○
・
六
六
、
厚
○
．

三
米
あ
り
、
正
面
基
礎
間
に
、
玉
目
利
保
氏
作
詞
作
曲
の
校
歌
が
記
さ
れ

″
三
十
五
年
菅
尾
小
花
上
分
校
が
本
校
の
分
校
と
な
る

″
四
十
三
年
体
育
館
建
設

″
五
卜
年
新
校
舎
落
成

″
五
十
三
年
創
倣
百
周
年
記
念
式
典－

，
．
部
ｌ
川
副
面

一

「

ｌ

ｊ

ｌ

Ｉ

藍
〃
邦
》
、

圖
園
函
一
ゞ

ｌ

…

L

狸散

遡
翻

掴
’ 一

1，．
K,｡ ロ

ニーー‐準､
仁霊ue己謝

副
蛤露

if

三
、
愛
と
平
和
の
旗
風
に

わ

が

ふ

る

さ

と

の

声

を

聞

き

光
の
道
を
ふ
み
ゆ
か
ん

そ

の

名

輝

く

長

谷

校

一
、
昭
和
十
一
年
六
月
高
等
科
を
二
学
級
に
編
成
す
る
。

一
、
昭
和
十
二
年
三
月
高
等
科
第
三
学
年
を
設
置
す
る
。

一
、
昭
和
二
十
年
四
月
教
育
制
度
改
正
（
六
、
三
、
二
、
四
）
に
よ
り

柏

中

学

校

設

置

に

つ

き

高

等

科

廃

止

と

な

る

。

一
、
昭
和
三
十
一
年
七
月
十
四
日
新
校
舎
落
成
す
る
。

一
、
昭
和
三
十
一
年
十
月
一
日
町
村
合
併
に
よ
り
蘇
陽
町
立
長
谷
小
学

長

谷

小

沿

革

誌

一
、
明
治
十
年
十
一
月
本
村
工
藤
市
之
十
氏
の
農
家
の
座
敷
を
借
用
し

長

谷

授

業

所

と

し

て

創

立

さ

れ

る

。

一
、
明
治
十
二
年
四
月
本
村
役
場
の
変
更
上
廃
家
と
な
り
大
字
長
谷
字

小

堀

一

二

六

番

地

に

移

転

す

る

。

一
、
明
治
二
十
年
二
月
長
谷
簡
易
科
教
場
と
改
称
さ
れ
る
。

一
、
明
治
二
十
五
年
四
月
長
谷
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ
れ
る
。

一
、
明
治
四
十
五
年
現
在
地
に
校
舎
新
築
さ
れ
る
。

一
、
明
治
四
十
五
年
四
月
高
等
科
併
置
さ
れ
長
谷
尋
常
高
等
小
学
校
と

改
称
さ
れ
る
。

1
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~
言
冑
吋
旧
胤
時
Ｂ
９
０
Ｉ
０
Ｒ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
３
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
９
０
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
０
凸
■
ワ
Ｌ
０
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
０
０
ｌ
１
Ｉ
Ｊ
１
Ⅱ
’
’
１
１
０
４
４
日
１
日
■

会

長

田

上

都

喜

雄

副

会

長

興

梠

直

彦

工

藤

泉

佐

藤

義

人

佐

藤

靖

施
設
委
員
長
春
日
協
、
顕
彰
委
員
長
春
日
擦
英
、

式

典

委

員

長

春

日

鉄

男

、

顧

問

佐

藤

束

春

日

孝

雄

工

藤

進

工

藤

香

工

藤

鶴

雄

玉

目

鉄

雄

工

藤

安

雄

佐

藤

功

一

会

長

工

藤

光

盛

佐

藤

厚

春

日

武

士

書
記
玉
目
則
房
、
監
査
委
員
山
村
喜
久
夫
田
上
辰
男
佐
藤
功
、

学
校
長
藤
田
悦
三
郎
、
教
頭
渡
辺
昭
悟
、
教
諭
福
田
正
行
江
藤

淳

一

丼

更

子

外
校
下
民
一
同
の
記
名
あ
り
。

施

工

本

校

卒

業

生

波

野

村

滝

水

井

上

敏

男

二

九

八

百

年

碑

沿

革

所

在

地

大

字

上

差

尾

明

治

十

四

年

八

月

本

校

は

此

の

年

、

興

梠

千

代

蔵

の

地

所

を

借

り

校

小
学
校
校
庭
入
口
左
側
に
、
上
差
尾
小
学
校
創
立
百
年
を
記
念
し
て
、

舎

を

新

築

し

後

、

明

治

十

八

年

柏

村

に

属

し

、

明

碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

治

十

九

年

上

差

尾

小

学

校

と

改

称

す

る

。

碑
正
面
に
、
上
差
尾
小
学
校
、
蛍
雪
百
年
之
碑
昭
和
五
十
四
年
九
月
明
治
三
十
九
年
二
月
弘
道
会
設
立
会
長
興
梠
市
三
郎
。

｜
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
二
十
一
日
長
谷
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式

典

を

挙

行

。

以

上

佼
と
な
る
。

建
立
熊
本
県
知
事
沢
田
一
精
書
と
刻
ま
れ
て
あ
る
。

基
礎
（
幅
約
一
・
○
高
約
○
・
八
、
厚
約
一
・
○
米
三
石
）
、
碑
石
（
幅

三
・
三
五
、
高
一
・
二
○
、
厚
○
・
八
五
米
）
。
基
礎
、
碑
石
共
に
大
き
い

目
然
石
で
あ
る
。

西
暦
一
、
九
九
九
年
九
月
開
蓋
二
十
年
後

西

暦

二

、

○

二

九

年

九

月

開

蓋

五

十

年

後

と

銘

が

あ

る

。

百
年
碑
の
前
に
百
周
年
記
念
塔
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

四

面

に

東

北

緯

三

二

度

四

十

八

分

束

経

一

三

二

度

八

分

西

創

立

百

周

年

記

念

昭

和

五

十

四

年

九

月

南

標

高

六

六

三

米

北

蘇

陽

町

大

字

上

若

尾

一

、

○

二

七

番

地

下
部
に
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
埋
設

昭

和

五

十

四

年

九

月

十

日
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昭
和
十
六
年
四
月
国
民
学
校
制
度
に
よ
り
上
差
尾
国
民
学
校
と
改
称
。

昭
和
二
十
四
年
九
月
校
庭
拡
張
作
業
延
三
七
二
名
、
面
稜
三
○
○
坪

昭
和
三
十
四
年
四
月
五
学
級
編
成
認
可

昭
和
ゞ
一
十
流
年
川
月
六
学
級
編
成
認
可

″

六

月

給

食

実

施

開

始

昭
和
四
十
一
年
六
月
弘
道
会
を
解
散
し
、
校
下
後
援
会
に
全
財
産
を
引

き

継

ぐ

。

昭
和
五
十
四
年
九
月
創
立
百
周
年
祭

台
石
（
幅
一
・
八
五
、
商
○
・
八

三
）
の
上
に
中
台
石
（
幅
一
・
四

厚
○
・
二
九
米
）
、
碑
石
（
幅
一
・
五

九
、
高
○
・
七
二
、
厚
○
・
四
米
）
。

正
面
に
、
東
竹
原
小
中
学
校
の
跡
、

米
納
三
雄
謹
霧
と
あ
り
、
下
の
台
石

に
一
山
深
／
、
住
む
幸
せ
の
ひ
と
つ
に

て
し
ら
い
と
華
の
や
さ
し
さ
；
シ
知

る
一
三
雄
と
銘
あ
り
《
／
裏
面
匡
由
・
采

二
九
九
記
念
碑
（
元
小
中
学
校
）

所

在

地

大

字

東

竹

原

元
東
竹
原
小
学
校
の
校
庭
に
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

記
が
次
の
通
り
記
さ
れ
て
あ
る
。

由

来

の

記

小

学

校

明
治
十
三
年
此
の
地
に
移
転
（
一
八
八
○
年
）

昭
和
二
十
八
年
四
月
校
舎
改
築

昭
和
五
十
四
年
東
竹
原
二
百
八
十
五
番
地
に
新
築
移
転

昭
和
二
十
二
年
四
月
柏
村
立
柏
中
学
校
東
竹
原
分
校
創
設

昭
和
二
十
六
年
八
月
新
校
舎
落
成

昭
和
三
十
六
年
四
月
蘇
陽
町
立
束
竹
原
中
学
校
と
し
て
独
血

昭
和
五
十
五
年
三
月
蘇
陽
中
学
校
発
足
（
一
九
八
○
年
）
に
よ
り
閉
校

昭
和
二
十
二
年
以
降
の
卒
業
生

七

百

六

十

三

名

昭
和
五
十
五
年
三
月
建
立

校

下

民

一

同

三
○
○
記
念
碑
（
長
谷
小
九
十
周
年
）

所

在

地

大

字

長

谷

小
学
校
校
庭
南
側
に
、
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

長
谷
枝
九
十
周
年
記
念
碑
明
治
十
年
十
一
月
創
立
、
昭
和
四
十
六
年

二
月
十
一
日
、
長
谷
校
下
民
建
立
と
銘
あ
り
。

中

今
呈

堀
一
詔
』

校
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